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X線トモグラフィーを用いた高圧下におけるFe-S融体の界面エネルギーの測定

Interfacial energy measurement of liquid Fe-S using X-ray tomography technique under
high pressure
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高圧下における鉄合金融体の界面エネルギーは、地球型惑星の核形成過程において、核を形成する金属メルトのマント
ル中での浸透性を評価するにあたり重要である。そこで本研究では、Ｘ線トモグラフィー法を用いて静滴法による Fe-S
融体の界面エネルギーを高圧下で測定し、界面エネルギーの硫黄含有量による変化を調べた。
実験はアルゴンヌ国立研究所の第３世代大型放射光施設 Advanced Photon Sourceのビームライン BM13Dにおいて行っ

た。高圧発生にはアンビル対向型の Paris-Edinburgh (Toroidal) cellを用いた。試料は Fe-S合金のペレットをアルミナプ
レートの上に配置して、ペレット周囲を珪酸塩でうめた。高圧条件下での試料のトモグラフィー像を得るためには、高圧
装置を回転させる必要があるが、今回使用した装置は 250トンプレス内側のモジュールが高荷重下で回転する仕組みと
なっている。イメージングには単色Ｘ線、圧力測定のための圧力マーカーの回折線収集には白色Ｘ線を使用した。単色Ｘ
線は試料の合金と珪酸塩とのコントラストが最も大きくなる 32-38keVのエネルギー領域を使用した。1 GPa, 1273-1873
K で３種類 (Fe, Fe60S40, FeS)の組成の試料を溶融させた後急冷し、0-180度の角度範囲において 0.5度きざみで試料の
ラジオグラフィー画像を収集した。これら画像を再構築することにより、高圧条件下における試料の３次元像を得るこ
とができた。講演ではこれらの画像解析より求められた界面エネルギーから圧力・組成の効果を評価する。


